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「マスクの寄贈がありました」

菊陽北小学校区にお住まいの方か

ら、子どもたち１人１人に手作りの

マスクの寄贈がありました。近日中

に子どもたちをとおして配布いたし

ます。心のこもったマスクですので

大切に使ってほしいと思います。

「運動会の練習に励んでます」

先日もお知らせしましたが、今年の運動

会は内容が少なくなっています。どのプロ

グラムも見逃せませんが、その１つに1,2,3

年生の表現があります。練習風景を見まし

たが、子どもたちの表情がとても良いです。

楽しみにしていてください。

９月１８日（金）５年生１３名が、菊池少年自然の家に行ってきました。例年ですと、

水俣での環境学習と兼ねてあしきた青少年の家に行っていましたが、コロナ禍の中で県

の取組であります「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の事業が中止になり往復のバス代の予算

が出なくなりました。そこで、水俣の学習については、資料や動画を使って校内ででき

る限りの学習を行うことにしました。野外活動体験につきましては、今の年代の子ども

たちにとって貴重な体験になりますので、感染防止も考え近場の菊池少年自然の家に行

くこととしました。予定としましては、観音岳の麓をハイキングしてくるコース（天狗

杉コース）を考えていましたが、あいにくの天候でプログラムを変更しました。午前中

は、室内で、空き缶積みやペットボトルボーリング、豆つかみ、けん玉などの回数や時

間を競う「チャレラン」と「ペタンク」を行いました。そして、昼前には雨が止みまし

たので、野外での「フライングディスクゴルフ」を行いました。午後からは、当初の計

画の「木工ストラップづくり」と「ガガ（ニュースポーツ）」を行いました。プログラ

ムの変更はありましたが、子どもたちは大自然の懐にいだかれ、室内ゲームと楽しいお

弁当、そして険しい斜面での野外体験活動を思う存分楽しむことができました。子ども

たちの元気な笑い声と、生き生きと活動する様子を随所に見ることができ本当に実施し

てよかったと思いました。子どもたちのために何とかしたいという思いと、職員・家庭

・地域・行政が一体となって取り組む大

切さを改めて感じた１日となりました。

保護者の皆様には、ご理解とご協力をい

ただき本当にありがとうございました。




